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1.目的 

アンテナとは、電気エネルギーを電磁波で空間に放出したり、空間から電磁波を受け取って電気エネルギー

に変換する変換器であり、変換能率がよくなるように設計回路である。スマホ、無線機、ラジオ、テレビなど、私た

ちの身の回りには、多くの無線通信機器があり、それらすべてにアンテナ搭載されている。今回は、そんなラジ

オの中でもゲルマニウムラジオと一石トランジスタラジオを作製して性能を比較することを目的とした。 

 

2.活動の流れ 

 300～330μH になるように銅線を物体に巻き付けてコイル(アンテナ)を自作し、一石トランジスタラジオとゲル

マニウムラジオをブレットボード上に作製した。 

測定においては大阪と滋賀にて音声の受信を確認した後にオシロスコープにて波形を確認した。 

 
3.活動経過 

 コイルとラジオが完成し現地で測定したが、ラジオの音が一切聞こえなかったため、ブレットボード上の回路を

見直したところ、接続が不安定になっていることが判明したため、回路の修正を行った。 

 

4.総括・結果 

・一石トランジスタラジオには増幅回路が組み込まれているため、ゲルマニウムラジオの音の方が鮮明かつ音量

が大きく聞こえた。 

・滋賀県より大阪の方が、音が大きく鮮明に聞こえた 

 

          

   
      

    
   
       

  
      

  
     

 

 

 

     
          

           
     
       


